






成績: 

 1)まず,性と発症時年齢についての両群の比較では,異常群で発症時年齢が有意に低かっ

た。次に,検査所見についての両群の比較では,7 病日迄では最低血清アルブミン値,8～9

病日迄では最低血清アルブミン値と有熱期間,10 病日迄では最低血清アルブミン値，有熱

期間そして最低 Hb 値で有意な差を認めた。また,7 病日と 8～10 病日でのそれぞれの検査

値の変化についての検討では,異常群で Hb 値が有意に低下すること,さらに血小板の増加

が有意に少ないとの結果が得られた。 

 2)以上の項目の内,7 病日迄と 8～10 病日迄で,有意差を認めた項目について基準値を表

1,表 2 のごとく設定した。次に異常群と正常群の各症例がその内の何項目に該当するかを

調べた。基準値としては正常群の平均値から異常群の平均値に向って 1標準偏差程成離れ

た値れた値を用いた。 


